

















































対象橋梁は，橋長 406.5 m，全幅 10.35 m の三連の三











性変形（最大傾斜度 δ/H ≒ 1/55，H：ウェブ高，δ：最
大水平変位量）が確認されている． 
なお，本論文では，図 1 に示すように河川敷上にあ










（G1～G3）の，全 12 ケース（3 断面× 4 載荷パターン）
である．表 1 には，載荷ケースを一覧にして示してい
る．写真 1 には，載荷ケース B-G1 の実験状況を示し
ている． 
計測項目は，(1) 各径間の 1/8 点毎および中間支点近
傍における主桁上下フランジの橋軸方向ひずみ（3 断
面×3 主桁×上下 2 点 = 138 点），(2) 各径間の 1/2 点に
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A-G1 G1 側 
A-G2 G2 上 





B-G1 G1 側 
B-G2 G2 上 





C-G1 G1 側 
C-G2 G2 上 
C-G3 G3 側 
 
 
写真 1 実験状況（載荷ケース B-G1） 
 














よび舗装部には 8 節点ソリッド要素を用いた． 
有限要素モデルは，建設当時の設計図書を参考に，
可能な限り忠実に作成した．総節点数および総要素数


























RC 32.5 0.17 
鋼材 200 0.30 



















                
(b) P2 橋脚近傍                                     (c) 支承部拡大 






よび舗装部には 8 節点ソリッド要素を用いた． 
有限要素モデルは，建設当時の設計図書を参考に，
可能な限り忠実に作成した．総節点数および総要素数


























RC 32.5 0.17 
鋼材 200 0.30 



















                
(b) P2 橋脚近傍                                     (c) 支承部拡大 
図 3 三次元有限要素モデル 
 
される．最大引張ひずみは，中央径間中央並列載荷（載






 図 5 には，中央断面の G1 桁側に偏心載荷させたケ
ース B-G1 における (a) P1 橋脚近傍， (b)支間中央お
よび (c) P2 橋脚近傍の 3 断面の主桁上下フランジの橋
    
  (a) ケースA-P                     (b) ケース B-P                     (c) ケース C-P 








(c) P2 橋脚近傍断面 





に着目すると，偏心載荷側G1 桁下フランジで 208 μ，







































図 6 および表 4 より，断面中央での載荷ケース（B-P, 
B-G2） において，G1 桁のたわみが G3 桁のたわみよ
りも大きいことが分かる．例えば，並列載荷であるケ
ース B-P の場合には，G1 桁で 10.2 mm のたわみに対し
て，G3 桁では 8.7 mm となっている．これは，対象橋 




実験結果 (μ) 数値解析結果 (μ) 
ローラー支承 ピン支承 
G1 G2 G3 G1 G2 G3 G1 G2 G3 
P1 橋脚 
近傍断面 
上フランジ 14.0 9.5 -2.0 7.3 3.4 1.3 1.2 -1.8 -3.2 
下フランジ -87.0 -53.0 -10.0 -85.4 -53.2 -16.0 -163 -95.5 -19.3 
中央断面 
上フランジ -21.5 -6.0 -10.0 -0.8 7.7 10.3 -14.7 -5.8 -1.8 
下フランジ 208 142 59.0 224 151 78.5 158 90.2 23.5 
P2 橋脚 
近傍断面 
上フランジ 22.0 17.0 1.5 6.5 4.9 2.6 1.2 -0.7 -3.2 




    (a) ケース B-P      (b) ケース B-G1    (c) ケース B-G2     (d) ケース B-G3 
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G1 G2 G3 G1 G2 G3 G1 G2 G3 
B-P 中央並列 10.2 9.8 8.7 12.8 12.9 12.2 7.1 7.2 6.5 
B-G1 G1 桁側縦列 14.2 9.4 4.6 17.6 12.0 6.7 11.3 6.5 1.8 
B-G2 G2 桁上縦列 9.8 9.7 8.2 12.0 12.2 11.5 6.4 6.7 6.0 
B-G3 G3 桁側縦列 5.6 9.4 13.0 7.7 11.8 15.7 2.7 6.3 9.8 
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